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カリキュラム・マネジメント考 

 

村井 万寿夫（北陸学院大学） 

 

 小中学校においては 2020 年 4 月からの学習指導要領完全実施に向け、カリキュラム・マネ

ジメントによる教育課程編成が急務と言える。教育課程は学校の教育目標達成に向け学校独自

で編成するものであることから、教務主任を核にどのように教科等横断して編成するか、人的

または物的な体制をどのように確保するかなどについて議論している。このような状況から、

カリキュラム・マネジメントについての背景を検討しつつ、カリキュラム・マネジメントによ

る教育課程の編成について考察するとともに、編成にあたる教師の心持ちについても論じた。 

 

教育課程  カリキュラム  カリキュラム・マネジメント  教科等横断 

 

１．教育課程とカリキュラムについて 

近年、「教育課程」の言葉に代わって「カリ

キュラム」という言葉が多く使われるように

なった。教育課程は、教育の内容を子供の心

身の発達に応じ、授業時数との関連において

総合的に組織した学校の教育計画のことであ

り、各学校の教育計画全体が顕在化したもの

であると言える。 

一方、カリキュラムは、教育の内容が顕在

化されたものだけでなく、隠れた教育の内容、

すなわち潜在的な教育の内容も含んでいる。

いわば、意図的、計画的ではない教育の内容

をも含む。顕在的カリキュラムは文献による

と、1960 年代後半から 1970 年代にかけて

Jacksonが hidden curriculumとして提唱し

たことが確認できる。したがって厳密には教

育課程とカリキュラムはイコールではないが、

カリキュラムを狭義の意味から捉え、つまり、

教育の内容が顕在化されたものとして捉えて

教育課程に代えてカリキュラムの言葉を使っ

ていると考えることができる。 

 

２．PDCA とカリキュラム・マネジメントに

ついて 

 2017 年に公示された小・中学校学習指導要

領のポイントの一つに「カリキュラム・マネ

ジメント」がある。カリキュラム・マネジメ

ントをポイントとする理由として、カリキュ

ラム、すなわち教育課程を編成するだけでな

く、それがどのように実施され、どのように

何を学んだのかについて点検して、改善して

いく取り組みを重視するためであると言える。 

 つまり、この取り組みの中に「編成」「実施」

「点検」「改善」といった言葉を見ることがで

き、マネジメントモデルとしての PDCA を見出

すことができる。 

PDCA の考え方や取り組みが教育の世界に

入ってきたことを 2008 年改訂の学習指導要

領において確認することができる。この改訂

においては、前回の改訂において新設された

総合的な学習の時間についても一部改訂が行

われ、教科等との関連を図ることを示すとと

もに、計画、実施、評価、改善というカリキ

ュラム・マネジメントのサイクルを着実に行

うことが重要であるとした。 

このことから、PDCA とカリキュラム・マネ

ジメントは学校教育を行う上で同義語と考え

ることができると言える。 

 

３．「カリキュラム・マネジメント」の定義 

 田村（2011）は、カリキュラム・マネジメ

ントとは「各学校が、学校の教育目標をより 
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よく達成するために、組織としてカリキュラ

ムを創り、動かし、変えていく、継続的かつ

発展的な、課題解決の営みである」と定義し

ている。カリキュラムを「創り」「動かし」「変

えていく」という言葉の中に、創造的にカリ

キュラムをつくり学習者とともに実施しなが

ら更により良いカリキュラムに変えていくこ

とが大事であると読み取ることができる。 

 一方、中央教育審議会答申（2016）におい

てカリキュラム・マネジメントとは、「各学校

が設定する学校教育目標を実現するために、

学習指導要領等に基づき教育課程を編成し、

それを実施・評価し改善していくこと」と定

義している。この中では「編成」「実施」「評

価」「改善」の４語がキーワードとなるととも

に、2008 年の学習指導要領に見られる PDCA

サイクルにつながるものであると言える。 

 2017 年の小学校学習指導要領第 1 章総則

（p.18）において、カリキュラム・マネジメ

ントとは「各学校においては，児童や学校，

地域の実態を適切に把握し，教育の目的や目

標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断

的な視点で組み立てていくこと，教育課程の

実施状況を評価してその改善を図っていくこ

と，教育課程の実施に必要な人的又は物的な

体制を確保するとともにその改善を図ってい

くことなどを通して，教育課程に基づき組織

的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上

を図っていくこと（以下「カリキュラム・マ

ネジメント」という。）」と示している。端的

には「教育課程に基づき組織的かつ計画的に

各学校の教育活動の質の向上を図っていくこ

と」がカリキュラム・マネジメントであると

言える。 

 なお、教育課程とカリキュラムについて、

溝上（2018）が次のように指摘していること

についても傾注しておく必要があると言える。 

「田村の定義でカリキュラム・マネジメント

は十分に説明されていると思うが、文部科学

省の同用語の説明を読むと、「教育課程」とい

う、英語にすれば同じ用語（curriculum）が

カリキュラム・マネジメントのなかで併記し

て用いられており、教育関係者の混乱を招い

ている。」 

 

４．教育課程編成の考え方 

 1999 年の改訂によって新設された総合的

な学習の時間の教育課程編成においては、「ス

コープ」と「シーケンス」の考え方が注目さ

れた。スコープは「範囲」のことであり、シ

ーケンスとは「順序」のことである。したが

って、総合的な学習の時間の学習内容として

どこまでを範囲とするか、そして、範囲とし

た内容をどんな順序で学習していくことを想

定するか。このように考えて編成していくこ

とが重要とされたのである。 

 ところで、第二次世界大戦後、我が国が平

和で民主的な国として歩み始めたとき、新し

い教科として「社会科」が誕生した。これは

アメリカのヴァージニア・プランを参考にし

たものである。ヴァージニア・プランはスコ

ープ＝シーケンス法による単元構成を行った 

典型的なカリキュラムと言われている。 

「範囲」（スコープ）と「順序」（シーケン

ス）は、今回の学習指導要領で示されている

「教育の目的や目標の実現に必要な教育の内

容等を教科等横断的な視点で組み立てていく

こと」に合致するものであると言える。教科

等を横断的に見て組み立てていく際には「範

囲」と「順序」の考え方を持ち合わせる必要

があると言えるからである。 

 例えば、小学校の場合、2020 年度からプロ

グラミング教育が実施されるが、そのための

教育課程の編成の仕方が該当する。具体的に

は、学習指導要領においては算数、理科、総

合的な学習の時間において例示されている。 

これをもとに、いくつかの学年・教科等を範

囲及び順序として関連づけていく方法が考え

られる。例えば、第 5 学年算数の「正多角形」

の学習でプログラミングによって作図すると 
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した場合、この経験をもとに第 6 学年理科の

「電気の性質や働き」に繋げていく。この場

合、各学年で「１回」のプログラミング教育

なので、第５学年社会科「情報と社会」と関

連させたり、総合的な学習の時間で地域調べ

を行いコンピュータやセンサがいろいろなと

ころにあることを見つけていく学習と関連さ

せたりすることが考えられる。 

 中学校では、第２学年国語における学習に

「電子メール」で手紙を書くこと（書くこと

領域）や、「インターネット」の情報を読むこ

と（読むこと領域）がある。この学習を具体

化するためには技術・家庭科における技術の

学習内容と関連づけ、それぞれの学習で扱う

範囲を考えたり、どのような順序で学習して

いくかについて考えたりする。 

 以上、小学校、中学校ともに１事例ずつ具

体的な関連付けについて述べたが、学習指導

要領の解説編を見ていくことで、関連付けの

ヒントを得ることができる。また、小松市の

ように各学年の「カリキュラムマップ」（A３

版）を作成することにより、各教科と学期・

月ごとの学習単元や内容を俯瞰することがで

きるので、これによって何と何を関連させる

かについて考え、計画することができる。 

 以上のような考え方や方法によって、教科

等横断的な視点で編成していくことができる

と考える。 

 

５．まとめ 

 カリキュラム・マネジメントによる教育課

程の編成には「生みの苦しみ」があるかもし

れない。けれど、田村の言葉を借りれば「創

る」楽しさ、児童生徒と共に「動かし」てい

く喜びもあると言える。 

各学校の教師が担当する学年や学級の教育

課程をそれぞれに編成するとともに、学年間

や教科等間の関連付けを行う作業を組織的に

行うことは教育を「創り」「動かし」ていくた

めに大事な仕事であることから、編成するこ

とを楽しむ気持ちをもつことも大切なのでは

ないかと考える。何より、児童生徒のために

なるものであり、児童生徒と共に動かしてい

くものであるから。カリキュラム・マネジメ

ントによる教育課程の編成は実務を伴うが、

それにあたる際の教師の意識や心持ちも大切

であると考える。 
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